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シュタインの都市法（一八〇八年）をめぐる研究動向

は
じ
め
に

本
稿
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
一
八
〇
八
年
十
一
月
十
九
日
に
発
令
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
）
1
（

」
の
研
究
史
を
辿
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
イ
エ
ー
ナ
・
ア
ウ
エ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
戦
い
で
フ
ラ
ン
ス
軍
に
敗
北
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
お
こ
な
わ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ

た
法
律
で
あ
る
。
正
式
に
は
「
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
全
都
市
の
た
め
の
法
令

O
rdnung für säm

tliche Städte der preußischen M
onarchie

）
2
（

」
で
あ
る
。

一
八
〇
七
年
か
ら
一
年
間
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
を
最
初
に
導
い
た
フ
ラ
イ
ヘ
ル
・

フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
在
任
期
間
の
ほ
ぼ
最
後
に
出
さ
れ
た
こ
の
都
市
法
は
、

彼
の
名
前
と
結
び
付
け
ら
れ
て
き
た
）
3
（

。

こ
の
都
市
法
に
つ
い
て
は
、
制
定
一
〇
〇
周
年
の
一
九
〇
八
年
前
後
に
研
究
の

盛
り
上
が
り
が
あ
り
、
一
五
〇
周
年
の
一
九
五
八
年
前
後
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
制
定
二
〇
〇
周
年
の
二
〇
〇
八
年
前
後
に
も
シ
ュ

タ
イ
ン
の
都
市
法
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
研
究
動
向
が
形
成
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
が
、
取
り
立
て
て
目
立
っ
た
動
き
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。
若
干
見
ら
れ
た

研
究
に
つ
い
て
は
本
稿
で
も
ふ
れ
る
が
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
観
点
が
シ
ュ
タ
イ

ン
の
都
市
法
研
究
に
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
シ
ュ

タ
イ
ン
の
都
市
法
を
め
ぐ
る
位
置
づ
け
の
変
化
か
ら
、
ド
イ
ツ
史
・
プ
ロ
イ
セ
ン

史
研
究
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

研
究
史
を
た
ど
る
前
に
、
章
を
改
め
て
、
都
市
法
に
よ
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都

市
に
も
た
ら
さ
れ
た
制
度
を
簡
潔
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

一　

シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
に
よ
る
市
政

プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
導
入
以
前
に
は
市
民
に
よ

る
自
治
は
存
在
し
な
か
っ
た
）
4
（

。
同
職
組
合
を
も
と
に
組
織
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

市
民
の
関
与
が
可
能
と
な
っ
た
近
世
ド
イ
ツ
西
部
の
市
政
と
は
様
相
を
異
に
す
る
）
5
（

。

都
市
内
の
行
政
は
市
参
事
会
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
一
般
の
市
民

の
関
与
を
保
証
す
る
制
度
は
な
か
っ
た
。
そ
の
市
参
事
会
に
よ
る
市
政
も
、
十
八

世
紀
初
頭
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
以
来
、
国
家
の
監
督
が
強
化

さ
れ
た
。
も
と
も
と
十
八
世
紀
ま
で
ベ
ル
リ
ン
で
市
参
事
会
が
実
際
に
お
こ
な
っ

て
い
た
業
務
は
、
宿
営
、
教
会
・
教
育
、
手
工
業
関
連
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
く

わ
え
、
当
時
の
都
市
行
政
を
考
え
る
際
に
、
警
察
の
問
題
を
落
と
す
こ
と
は
で
き

な
い
）
6
（

。
当
時
の
警
察
と
い
う
言
葉
は
、
治
安
維
持
の
み
な
ら
ず
、
都
市
内
の
様
々

〈
研
究
動
向
〉

シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
（
一
八
〇
八
年
）
を
め
ぐ
る
研
究
動
向北　

村　
　

昌　

史
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史　　　窓

な
業
務
を
も
包
括
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。
建
築
の
認
可
、
道
路
・
橋
・
照
明
の
管

理
な
ど
の
市
内
環
境
を
維
持
す
る
業
務
は
、
警
察
の
管
轄
で
あ
る
。
こ
れ
は
ベ
ル

リ
ン
で
は
国
家
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
都
市
行
政
は
、
市
参
事
会
と
警
察
の

二
本
立
て
で
あ
っ
た
。

全
部
で
二
〇
八
条
あ
る
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
の
目
的
は
、
自
治
体
行
政
へ
の

参
加
を
通
し
て
市
民
に
公
共
心
を
喚
起
す
る
と
い
う
教
育
的
か
つ
倫
理
的
な
も
の

で
あ
っ
た
）
7
（

。
都
市
は
、
人
口
一
万
人
以
上
の
大
都
市
、
三
五
〇
〇
人
以
上
一
万
人

未
満
の
中
都
市
、
そ
し
て
三
五
〇
〇
人
未
満
の
小
都
市
に
分
け
ら
れ
る
。
各
都
市

は
、
行
政
上
の
単
位
と
し
て
い
く
つ
か
の
管
区
（
ベ
ル
リ
ン
で
は
一
〇
二
）
に
分

け
ら
れ
、
市
議
会
議
員
の
選
挙
も
こ
の
管
区
単
位
で
お
こ
な
わ
れ
る
。

都
市
の
住
民
は
市
民
と
居
留
民
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
近
世
以
来

の
在
り
方
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
土
地
所
有
と
営
業
権
を
伴
う
市
民

権
を
も
つ
者
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
手
工
業
親
方
や
小
商
人
が
そ
う
で
あ
る
。
後

者
は
市
民
権
を
も
た
な
い
多
様
な
社
会
層
を
ま
と
め
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
徒
弟
、
職
人
、
労
働
者
な
ど
で
あ
る
。
都
市
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の

は
こ
の
二
つ
の
階
層
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
市
民
権
免
除
者
と
よ
ば
れ

る
社
会
層
が
あ
っ
た
）
8
（

。
こ
れ
は
、
伝
統
的
に
国
か
ら
特
権
を
得
て
市
民
権
の
対
象

外
と
な
っ
た
社
会
層
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
聖
職
者
、
軍
人
、
官
僚
、
教
養
市
民

で
あ
る
。
こ
の
社
会
層
も
、
市
内
の
土
地
を
所
有
し
て
い
れ
ば
、
市
民
権
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
市
法
で
は
こ
の
社
会
層
に
つ
い
て
と
く
に
規
定
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
一
九
世
紀
前
半
を
通
じ
て
市
民
権
免
除
者
は
存
続
し
て
い
く
。

都
市
の
行
政
機
構
は
、
三
つ
の
社
会
層
の
う
ち
市
民
の
参
加
に
基
づ
き
、
市
議

会
、
市
参
事
会
、
委
員
会
、
そ
し
て
管
区
長
か
ら
な
る
。
審
議
機
関
で
あ
る
市
議

会
は
、
二
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
以
上
の
収
入
が
あ
る
市
民
の
選
挙
に
よ
る
市
議
会
議
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
大
都
市
で
は
市
議
会
議
員
は
六
十
か
ら
一
〇
二
名
の
間
、

中
都
市
で
は
三
十
六
名
か
ら
六
十
名
、
そ
し
て
小
都
市
で
は
二
十
四
名
か
ら
三
十

六
人
選
出
さ
れ
、
任
期
は
三
年
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
一
〇
二
名
の
市
議
会
議

員
が
選
出
さ
れ
る
。
執
行
機
関
で
あ
る
市
参
事
会
に
は
、
歳
費
を
う
け
と
る
参
事

会
員
、
お
よ
び
う
け
と
ら
な
い
参
事
会
員
の
二
種
類
が
あ
る
。
参
事
会
員
は
二
十

六
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら
市
議
会
が
選
出
し
、
国
家
の
監
督
官
庁
の
承
認
が
必

要
で
あ
る
。
大
都
市
で
は
有
給
の
参
事
会
員
と
し
て
は
市
長
、
学
識
あ
る
者
が
一

な
い
し
二
名
、
建
築
顧
問
、
法
律
顧
問
お
よ
び
会
計
が
一
人
ず
つ
選
ば
れ
、
無
給

の
参
事
会
員
に
十
二
か
ら
十
五
名
が
選
出
さ
れ
る
。
任
期
は
原
則
と
し
て
六
年
で

あ
る
。
管
区
長
が
、
市
内
の
各
管
区
の
行
政
を
担
う
。
管
区
長
は
、
管
区
に
定
住

す
る
家
屋
保
有
者
で
あ
り
、
市
議
会
が
選
出
す
る
。
市
が
担
う
と
く
に
重
要
な
業

務
の
処
理
の
た
め
に
、
市
議
会
議
員
、
参
事
会
員
お
よ
び
市
民
か
ら
な
る
委
員
会

が
も
う
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
十
九
世
紀
前
半
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
宿
営
、
救
貧
、

教
育
に
関
す
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
）
9
（

。

以
上
の
役
職
は
、
有
給
の
参
事
会
員
を
の
ぞ
け
ば
、
す
べ
て
歳
費
を
う
け
と
ら

ず
、
基
本
的
に
名
誉
職
で
あ
る
。
こ
う
し
た
役
職
を
ひ
き
う
け
る
の
は
市
民
の
義

務
で
あ
り
、
と
く
に
理
由
が
な
け
れ
ば
役
職
の
ひ
き
う
け
を
拒
否
で
き
な
い
。

警
察
に
関
し
て
は
都
市
法
で
は
、
国
家
の
官
庁
が
管
轄
す
る
か
、
市
参
事
会
に

任
せ
る
か
は
国
家
が
決
め
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
か
ら
都
市
内
の
業

務
に
直
接
・
間
接
に
国
家
が
関
与
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
は

一
八
〇
九
年
に
国
家
の
官
庁
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
が
も
う
け
ら
れ
た
）
10
（

。
こ
う

し
て
近
世
以
来
の
二
本
立
て
の
行
政
の
在
り
方
は
存
続
す
る
。

章
を
改
め
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
を
見
て
い
き
た
い
。
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シュタインの都市法（一八〇八年）をめぐる研究動向

二　

シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
の
理
念
を
め
ぐ
る
研
究
動
向

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
都
市
法
に
関
し
て
は
、
そ
の
制
定
一
〇
〇
周
年
の
一

九
〇
八
年
前
後
に
研
究
に
大
き
な
盛
り
上
が
り
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
す
で
に

都
市
法
研
究
の
二
つ
の
方
向
性
が
は
っ
き
り
と
で
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
都
市
法

の
成
立
過
程
や
内
容
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
理
念
を
と
り
あ
げ
た
研
究
で
あ

り
、
御
前
講
演
を
出
版
し
た
Ｏ
・
ギ
ー
ル
ケ
の
著
作
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
い

え
よ
う
）
11
（

。
二
つ
目
は
、
個
別
都
市
・
地
域
に
お
け
る
都
市
法
の
導
入
と
そ
の
後
の

市
政
の
展
開
を
あ
つ
か
っ
た
研
究
で
あ
り
、
一
〇
〇
周
年
の
際
に
は
ベ
ル
リ
ン
、

ブ
レ
ス
ラ
ウ
、
お
よ
び
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
諸
都
市
に
関
す
る
研
究
が
出
版
さ
れ

て
い
る
）
12
（

。
こ
の
都
市
法
の
地
方
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
ま
た
検
討
す
る

こ
と
に
し
て
、
本
章
で
は
一
つ
目
の
都
市
法
の
理
念
を
め
ぐ
る
研
究
に
つ
い
て

追
っ
て
い
き
た
い
。

こ
の
時
期
に
都
市
法
の
理
念
が
問
題
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
思

想
的
背
景
を
め
ぐ
る
、
レ
ー
マ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
論
争
が
当
時
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
シ
ュ
タ
イ
ン
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
を
重

視
す
る
レ
ー
マ
ン
と
、
そ
れ
を
批
判
す
る
マ
イ
ヤ
ー
の
間
の
論
争
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
林
健
太
郎
が
紹
介
し
て
い
る
）
13
（

。
シ
ュ
タ
イ
ン
の
思
想
が
、
ド
イ
ツ
の
伝
統

的
な
要
素
と
、
啓
蒙
思
想
の
影
響
を
う
け
た
、
当
時
に
あ
っ
て
は
進
歩
的
な
要
素

の
両
面
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
論
争
に
こ
こ
で
立
ち
入
る
こ
と

は
し
な
い
。
た
だ
、
そ
の
論
争
に
お
い
て
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
都

市
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ギ
ー
ル
ケ
の
研
究
は
、
こ
の
論
争
の
中
、
マ
イ
ヤ
ー
よ
り
の
立
場
か
ら
書
か
れ

た
研
究
で
あ
る
。
ギ
ー
ル
ケ
は
、
こ
の
都
市
法
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
の
み

な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
社
会
の
伝
統
の
中
か
ら
生
じ
た
法
律
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

ギ
ー
ル
ケ
は
都
市
法
に
つ
い
て
は
、
自
治
の
限
界
を
認
識
し
つ
つ
も
、
次
の
二
点

か
ら
評
価
を
加
え
る
。
一
つ
目
は
、
こ
の
都
市
法
そ
の
も
の
が
民
主
的
な
自
治
の

原
則
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
二
点
目
は
こ
の
都
市
法
が
、
そ
の
後
の
ド

イ
ツ
都
市
自
治
制
度
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
両
者
併
せ
て
ギ
ー
ル
ケ

は
、
都
市
法
の
発
令
さ
れ
た
一
八
〇
八
年
十
一
月
十
九
日
を
「
ド
イ
ツ
国
民
の
公

的
活
動
の
春
」
と
位
置
づ
け
る
）
14
（

。
彼
に
あ
っ
て
は
、
都
市
自
治
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
後
の
す
べ
て
の
憲
法
を
実
現
さ
せ
た
様
々
な
思
想
に
都
市
法
は
道
を
開
い
た

の
だ
と
い
う
。

同
様
の
傾
向
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
、
Ｈ
・
ヘ
フ
タ
ー
の

『
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
治
』（
一
九
五
〇
年
）
に
も
み
ら
れ
る
）
15
（

。
ヘ
フ
タ
ー
は
、

都
市
法
を
も
た
ら
し
た
思
想
的
背
景
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
中
世
以
来
の
ド
イ

ツ
都
市
自
治
の
伝
統
を
指
摘
し
つ
つ
、
都
市
法
が
民
主
的
原
則
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
を
強
調
す
る
。
た
と
え
ば
、
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
ツ
ン
フ
ト
な
ど
を
母
胎

と
し
て
い
な
い
こ
と
、
選
挙
権
獲
得
の
た
め
の
年
収
制
限
が
二
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
と

低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
選
挙
に
等
級
が
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
ヘ
フ
タ
ー
は
、
市
民
権
が
土
地
所
有
者
と
営
業
従
事
者
だ
け

に
あ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
面
に
、
伝
統
的
な
要
素
を
み
る
も
の
の
、
総
じ
て
都
市

法
を
民
主
的
か
つ
自
由
的
新
造
物
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。

Ｇ
・
リ
ッ
タ
ー
の
『
シ
ュ
タ
イ
ン
伝
』（
一
九
五
八
年
）
が
的
確
に
ま
と
め
て

い
る
よ
う
に
、
警
察
が
国
家
の
強
い
影
響
の
も
と
に
お
か
れ
た
た
め
、
自
治
が
実

質
的
に
骨
抜
き
に
な
っ
た
こ
と
や
市
議
会
と
市
参
事
会
の
権
限
の
分
担
が
不
明
確

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
都
市
法
に
よ
る
自
治
の
問
題
点
は
十
分
認
識
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
リ
ッ
タ
ー
に
し
て
も
、
都
市
法
は
ド
イ
ツ
都
市
の
生
命
の
回
復
に
貢
献
し
、
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市
民
の
公
共
心
の
覚
醒
に
役
立
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
）
16
（

。

民
主
的
な
側
面
を
強
調
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
的
都
市
自
治
の
出
発
点
と

し
て
都
市
法
を
位
置
づ
け
る
視
点
は
、
ほ
か
に
も
Ａ
・
ク
レ
プ
ス
バ
ッ
ハ
の
著
作

（
一
九
五
七
年
）
や
Ｅ
・
ベ
ッ
カ
ー
の
論
文
（
一
九
五
七
年
）
に
も
み
ら
れ
）
17
（

、
制

定
一
五
〇
周
年
の
こ
の
段
階
で
都
市
法
を
制
度
史
的
に
み
た
場
合
に
こ
う
し
た
評

価
が
ほ
ぼ
定
説
の
位
置
を
獲
得
し
て
い
る
。

以
上
検
討
し
た
各
研
究
の
違
い
を
の
べ
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
に
都
市
法
を
評
価

し
た
上
で
ド
イ
ツ
社
会
の
よ
き
遺
産
と
し
て
こ
の
法
律
を
位
置
づ
け
る
際
の
立
脚

点
の
相
違
で
あ
ろ
う
。
今
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
が
立
憲
君
主
制
の
時
代
に
書
か
れ

た
ギ
ー
ル
ケ
や
Ｅ
・
ペ
ー
タ
ー
ジ
ー
リ
エ
の
研
究
で
は
、
都
市
法
は
立
憲
君
主
制

の
土
台
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
）
18
（

。
他
方
、
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
る
民
主
主
義
の
崩
壊

と
い
う
現
実
を
経
て
、
民
主
主
義
の
再
生
が
ド
イ
ツ
社
会
に
強
く
求
め
ら
れ
た
時

期
に
書
か
れ
た
一
九
五
〇
年
代
の
研
究
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
民
主
主
義
・
自

由
主
義
の
伝
統
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
都
市
法
に
託
し
て
語
ら
れ
る
）
19
（

。

一
五
〇
周
年
の
段
階
で
都
市
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
評
価
が
一
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
は
、
都
市
法
研
究
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
に
は
、
都
市
法
が
現
実
社
会
の

中
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を
問
題
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
が

出
て
く
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
う
し
た
視
点
が
、
特

定
の
都
市
に
限
定
せ
ず
に
都
市
法
を
あ
つ
か
う
研
究
者
に
お
い
て
前
面
に
で
て
く

る
の
は
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

都
市
法
の
も
と
の
市
民
の
市
政
参
加
に
つ
い
て
は
、
立
ち
入
っ
た
研
究
が
そ
れ

ま
で
ど
こ
の
都
市
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
西
側
の
ベ
ル
リ
ン
自

由
大
学
の
博
士
論
文
を
刊
行
し
た
著
作
（
一
九
六
七
年
）
に
お
い
て
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ

ル
が
、
ベ
ル
リ
ン
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
、
そ
し
て
ポ
ー
ゼ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い

て
一
次
史
料
に
基
づ
い
た
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
）
20
（

。
冷
戦
下
の
ま
だ
史
料
調
査

に
制
約
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
時
期
の
研
究
で
あ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
議
会
議
員

や
参
事
会
員
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
や

ポ
ー
ゼ
ン
の
中
小
都
市
に
つ
い
て
は
事
例
が
散
発
的
で
あ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
や
、

シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
中
心
都
市
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
つ
い
て
は
、
世
紀
半
ば
を
境
に
し

て
ユ
ダ
ヤ
人
が
そ
れ
ま
で
よ
り
積
極
的
に
市
政
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
21
（

。
こ
う
し
た
指
摘
は
、
次
の
二
つ
の
研
究
で
よ
り
広
い
脈
絡

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

一
九
六
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
改
革
と
革
命
の
間
の
プ
ロ
イ
セ
ン
』
に
お
い
て

Ｒ
・
コ
ー
ゼ
レ
ク
は
、
次
章
以
下
で
と
り
あ
げ
る
地
方
史
研
究
の
成
果
も
と
り
い

れ
つ
つ
、
都
市
法
が
効
力
を
も
っ
て
い
た
時
期
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
諸
都
市
の

自
治
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
）
22
（

。
従
来
の
研
究
同
様
コ
ー
ゼ
レ
ク
に
あ
っ
て
も
都
市

法
の
民
主
的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
法
そ
の
も
の
の
評
価
に
つ
い
て
は
と

く
に
新
し
い
点
は
な
い
。
コ
ー
ゼ
レ
ク
の
研
究
の
特
徴
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
の

社
会
に
対
す
る
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
、
都
市
の
大
き
さ
ご
と
に
全
住
民
に
対
す

る
市
民
の
割
合
が
異
な
る
こ
と
（
大
都
市
で
は
六
か
ら
八
％
、
中
都
市
十
％
以
上
、

そ
し
て
小
都
市
で
は
約
二
十
％
）、
と
く
に
小
都
市
に
お
い
て
最
初
の
十
年
間
は

言
葉
の
正
確
な
意
味
で
の
自
治
の
導
入
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
具
体
的
な
数

字
や
事
実
か
ら
、
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
諸
都
市
の
自
治
に
つ
い

て
ま
と
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
彼
の

議
論
の
中
で
と
く
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
は
、
都
市
法
に
よ
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
諸

都
市
に
市
民
の
た
め
の
政
治
活
動
の
拠
点
が
あ
た
え
ら
れ
、
そ
れ
が
と
く
に
一
八

四
〇
年
代
に
活
性
化
し
た
と
す
る
議
論
で
あ
ろ
う
。
コ
ー
ゼ
レ
ク
は
都
市
法
に
よ

る
市
政
が
、
市
民
の
政
治
的
覚
醒
に
貢
献
し
た
と
主
張
す
る
）
23
（

。
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都
市
法
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
様
の
指
摘
が
、
ア
メ
リ
カ

の
歴
史
家
Ｊ
・
Ｊ
・
シ
ー
ハ
ン
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
お

こ
な
わ
れ
た
一
連
の
自
由
主
義
研
究
に
お
い
て
、
彼
は
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
お

い
て
市
議
会
を
中
心
と
し
た
市
当
局
が
、
一
貫
し
て
自
由
主
義
者
の
活
動
の
拠
点

と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
末
に
な
る
と
帝
国
議
会
レ
ベ
ル
で

は
自
由
主
義
者
の
衰
退
と
い
う
の
は
隠
し
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
市
議
会

議
員
の
大
多
数
が
土
地
な
い
し
は
家
屋
所
有
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規

定
に
よ
っ
て
、
社
会
民
主
党
の
進
出
が
阻
ま
れ
、
市
議
会
は
自
由
主
義
者
の
牙
城

で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
起
源
が
、
十
九
世
紀
中
葉
の
自
治
体
の
機
構
で

あ
っ
た
と
い
う
）
24
（

。

コ
ー
ゼ
レ
ク
や
シ
ー
ハ
ン
の
研
究
は
、
民
主
主
義
的
な
自
治
制
度
が
社
会
に
定

着
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市

法
を
民
主
主
義
的
・
自
由
主
義
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
理
解
し
よ
う
と
い
う
点
で
は
、

理
念
の
面
で
と
ら
え
た
研
究
と
立
場
を
同
じ
く
す
る
。
コ
ー
ゼ
レ
ク
や
シ
ー
ハ
ン

の
研
究
は
、
都
市
法
が
個
々
の
都
市
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
う
け
い
れ
ら
れ
、

機
能
し
て
い
た
か
と
い
う
視
点
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
章
を
改
め
て
、
都

市
法
に
関
す
る
地
方
史
研
究
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三　

シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
を
め
ぐ
る
地
方
史
研
究

こ
こ
で
は
筆
者
が
眼
に
し
た
限
り
の
、
前
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
都
市
法
関
連
の

地
方
史
研
究
を
検
討
す
る
。
地
方
史
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
多
く
の
研
究
が
世

に
問
わ
れ
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
は
か
つ
て
動
向
を
整
理
し
た
こ
と
が
あ
り
、

ま
ず
別
稿
）
25
（

で
論
じ
た
点
を
こ
こ
で
手
短
に
紹
介
し
た
い
。

都
市
法
の
も
と
の
ベ
ル
リ
ン
の
行
政
制
度
の
発
展
に
つ
い
て
一
九
〇
八
年
に
ク

ラ
ウ
ス
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
、
一
次
史
料
に
立
脚
し
て
、
十
九
世
紀
後
半
ま
で
の
発
展
を

見
通
し
つ
つ
、
基
本
的
な
事
実
を
整
理
し
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
り
、

一
九
六
〇
年
代
に
ベ
ル
リ
ン
市
民
の
市
政
へ
の
か
か
わ
り
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、

ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
、
お
よ
び
ケ
ル
ブ
レ
に
よ
る
企
業
家
に
関
す
る

研
究
）
26
（

が
、
一
八
四
〇
年
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
層
が
市
の
名
誉
職
に
積
極
的
に
か

か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
の
東
西
ベ
ル
リ
ン

の
統
一
を
き
っ
か
け
に
、
ベ
ル
リ
ン
市
民
の
市
政
へ
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
一
次

史
料
に
基
づ
い
た
研
究
が
世
に
問
わ
れ
て
い
る
。
パ
ー
ル
マ
ン
に
よ
る
都
市
法
の

も
と
の
市
議
会
議
員
の
網
羅
的
研
究
、
お
よ
び
ス
カ
ル
パ
に
よ
る
市
の
南
東
部
の

ル
イ
ー
ゼ
ン
市
区
の
救
貧
委
員
会
の
著
作
が
出
版
さ
れ
て
い
る
）
27
（

。
ほ
か
に
、
ベ
ル

リ
ン
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
国
家
行
政
や
官
僚
制
の
発
展
と
の
か
か
わ
り

の
中
の
都
市
自
治
の
展
開
を
詳
細
に
論
じ
た
Ｂ
・
グ
リ
ヴ
ァ
ッ
ツ
に
よ
る
著
作

（
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
）
28
（

。

パ
ー
ル
マ
ン
と
ス
カ
ル
パ
に
よ
る
研
究
成
果
を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
点
に
な

る
。
第
一
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
市
民
で
市
政
に
か
か
わ
っ
た
の
は
、
手
工
業
者
や
小

商
人
と
い
っ
た
伝
統
的
な
都
市
の
市
民
で
あ
る
。
第
二
に
、
一
八
四
〇
年
代
に
市

政
に
か
か
わ
る
市
民
の
社
会
構
成
が
変
化
し
、
大
学
教
授
、
出
版
業
・
本
屋
、
ユ

ダ
ヤ
人
が
そ
れ
ま
で
よ
り
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
に
、
都
市
法
に
よ
る

市
政
が
、
閉
じ
た
世
界
の
中
で
機
能
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
協
会
な
ど
周
辺

の
組
織
と
の
か
か
わ
り
の
中
に
あ
っ
た
。
以
上
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
今
後
留
意
す

べ
き
方
向
性
と
し
て
、
ま
ず
ベ
ル
リ
ン
の
市
区
ご
と
の
特
徴
の
相
違
、
次
に
世
代

差
、
そ
し
て
最
後
に
市
の
名
誉
職
と
各
種
組
織
の
構
成
員
の
関
係
の
解
明
）
29
（

を
指
摘

し
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
よ
う
に
明
確
に
成
果
と
課
題
を
整
頓
で
き
る
都
市
は
現
時
点
で
は
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ほ
か
に
な
い
。
ほ
か
の
都
市
に
関
す
る
研
究
）
30
（

を
総
合
し
て
研
究
史
で
あ
る
と
か
、

一
般
的
傾
向
を
語
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
研
究
が
史
料
的
な

基
盤
や
議
論
の
深
さ
の
点
で
大
き
く
異
な
る
こ
と
や
、
次
に
検
討
す
る
よ
う
な
、

プ
ロ
イ
セ
ン
社
会
が
抱
え
る
地
域
的
多
様
性
の
た
め
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
次
の

二
点
に
関
し
て
は
地
方
史
研
究
に
お
い
て
も
共
通
認
識
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
第
一
に
、
ど
こ
の
都
市
に
お
い
て
も
自
治
を
担
っ
て
い

く
の
に
適
切
な
人
材
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

市
政
の
担
い
手
が
も
っ
ぱ
ら
営
業
従
事
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
都

市
法
の
規
定
で
市
民
権
が
営
業
権
と
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン

の
よ
う
な
教
養
人
や
官
僚
が
か
な
り
存
在
し
て
い
る
都
市
に
あ
っ
て
も
、
市
議
会

議
員
に
な
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
営
業
従
事
者
で
あ
っ
た
。
市
議
会
議
員
の
選
出
母
胎

で
あ
る
市
民
も
営
業
従
事
者
中
心
で
あ
っ
た
。
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ

ル
ク
郡
に
関
す
る
研
究
で
ハ
ル
ト
マ
ン
は
、
一
八
三
二
年
の
時
点
で
人
口
二
六
〇

〇
を
数
え
た
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
市
民
の
う
ち
、
投
票
権
を
獲
得
で
き
た
も
の

の
職
業
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
全
部
で
一
一
六
名
の
う
ち
、
試
補
な
ど
、
営

業
以
外
の
職
種
に
従
事
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
四
人
（
三
・
四
％
）
に
す
ぎ
な

い
）
31
（

。都
市
法
に
関
す
る
地
方
史
研
究
を
押
さ
え
て
印
象
に
残
る
の
は
、
こ
う
し
た
プ

ロ
イ
セ
ン
諸
都
市
が
共
有
す
る
要
素
よ
り
も
、
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
が
一
つ
の
国

家
と
し
て
は
実
に
多
様
な
要
素
を
抱
え
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
も
と
も
と
ド
イ
ツ
で
も
東
の
ほ
う
に
位
置
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
そ
の

領
土
内
に
か
な
り
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
抱
え
込
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
は
、

ポ
ー
ゼ
ン
を
あ
つ
か
っ
たT

rzeciakow
ski

の
研
究
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。

ポ
ー
ゼ
ン
は
、
都
市
法
発
令
時
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
の
領
域
の
中
に
あ
り
、
導
入

さ
れ
た
の
は
一
八
三
一
年
の
修
正
都
市
法
で
あ
る
。
一
つ
の
都
市
に
居
住
す
る
ド

イ
ツ
人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
混
在
す
る
都
市
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
人
の
ほ
う
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
よ
り
積
極
的
に
自
治
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
）
32
（

。
す
で
に
紹
介
し

た
、
都
市
法
の
も
と
の
市
政
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
扱
っ
た
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ

ル
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
で
は
人
口
面
で
圧
倒
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
話
者
が
多
い
中
で
、
ド

イ
ツ
語
話
者
を
強
化
す
る
た
め
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
人
が
ユ
ダ
ヤ
人
と

手
を
組
む
こ
と
が
あ
り
、
他
方
ユ
ダ
ヤ
人
の
参
入
に
よ
り
様
々
な
集
団
が
ま
と

ま
っ
た
都
市
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
）
33
（

。

次
に
、
都
市
法
は
基
本
的
に
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
の
和
約
（
一
八
〇
七
年
）
で
プ
ロ

イ
セ
ン
の
領
土
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
時
代
に
発
令
さ
れ
、
そ
の
効
力
は
そ
の
縮

小
し
た
領
土
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
ラ
イ
ン
州

で
は
フ
ラ
ン
ス
支
配
下
以
来
の
自
治
制
度
が
、
一
八
四
五
年
ま
で
存
続
し
、
都
市

法
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
。
西
プ
ロ
イ
セ
ン
州
を
あ
つ
か
っ
た
ハ
ル
ト
マ
ン
の
研

究
は
、
こ
の
州
の
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
都
市

法
の
導
入
を
決
議
し
た
都
市
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
西
プ
ロ
イ

セ
ン
南
部
は
、
北
部
と
は
異
な
り
、
都
市
法
発
令
時
点
で
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
に

属
し
て
い
た
。
そ
の
都
市
の
市
民
が
、
自
分
た
ち
が
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
に
統
合
さ

れ
て
い
る
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
都
市
法
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
）
34
（

。
さ
ら
に
、
ツ
ィ
ー
ク
ル
ッ
シ
ュ
は
、
都
市
法
一
〇
〇
周
年
の
機
会
に
出
版
さ
れ

た
著
作
に
お
い
て
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
時
代
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
ま
で
の

シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
都
市
を
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン

の
諸
都
市
が
領
主
の
強
い
影
響
下
に
お
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
十
八
世
紀

以
降
こ
の
地
域
を
お
そ
っ
た
経
済
的
停
滞
の
た
め
、
自
立
的
な
市
民
の
発
展
が
阻
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シュタインの都市法（一八〇八年）をめぐる研究動向

害
さ
れ
た
と
い
う
。
彼
は
、
こ
の
地
域
に
自
立
的
な
市
民
の
政
治
活
動
が
盛
り
上

が
る
の
は
、
よ
う
や
く
一
八
四
八
年
革
命
前
夜
で
あ
っ
た
と
い
う
）
35
（

。
同
じ
時
に
出

版
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
ク
ラ
ウ
ス
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
研
究
で
は
、
都
市
の
順
調

な
発
展
が
描
か
れ
て
お
り
、
ツ
ィ
ー
ク
ル
ッ
シ
ュ
は
、
停
滞
し
た
都
市
と
い
う
、

対
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
。
両
者
の
研
究
視
角
の
相
違
か
も
し
れ
な
い

が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
諸
都
市
が
地
域
ご
と
に
置
か
れ
た
条
件
が
異
な
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

章
を
改
め
て
、
二
〇
〇
周
年
の
状
況
を
見
て
い
く
。

四　

都
市
法
二
〇
〇
周
年

管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
制
定
二
〇
〇
周
年
の
二
〇
〇
八
年
前
後
に
は
都
市

法
を
巡
っ
て
目
立
っ
た
動
き
は
う
か
が
え
な
い
）
36
（

。
地
域
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
研
究

と
し
て
は
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
二
つ
の
小
都
市
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
動
向
を
分
析
し

た
著
作
が
あ
る
程
度
で
あ
る
）
37
（

。
一
〇
〇
周
年
や
一
五
〇
周
年
の
動
向
が
ド
イ
ツ
の

歴
史
学
の
置
か
れ
た
位
置
を
反
映
し
て
い
た
の
と
同
様
、
二
〇
〇
周
年
の
際
に
顕

著
な
動
き
が
な
い
状
況
に
も
そ
れ
な
り
の
要
因
が
存
在
す
る
。
若
干
見
ら
れ
た
研

究
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
れ
を
三
点
に
分
け
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

第
一
点
と
し
て
、
前
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
実
証
的
な
研

究
が
、
一
九
九
〇
年
の
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
後
世
に
問
わ
れ
て
い
る
。
す
く
な
く

と
も
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
八
年
よ
り
以
前
に
す
で
に
研
究
に
展
開
が
あ

り
、
わ
ざ
わ
ざ
二
〇
〇
周
年
と
い
う
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
的
に
研
究
を
お
こ
な
う
必

要
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
二
点
目
以
降
は
ギ
ー
ル
ケ
の
言
う
よ
う
な
、「
ド
イ
ツ
国
民
の
公
的
活
動
の

春
」
と
い
う
評
価
が
、
現
在
で
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
点
と
し
て
、『
行
政
学
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
Ｇ
・
ピ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
の
論
文
）
38
（

が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
の
規
定
が
現
在
で
は
な
じ
み
の

な
い
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
法
制
度
や
国
家
秩
序
の
脈
絡
で
評
価
す
べ
き
こ
と
が

意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ピ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
、

現
代
の
法
制
度
と
の
相
違
、
お
よ
び
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
従
来
伝
統
的
な
も
の
と
し
て
留
保
さ

れ
て
い
た
論
点
が
前
面
に
出
て
き
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
二
〇
八
条
に

わ
た
る
条
文
が
長
く
、
今
日
の
観
点
か
ら
す
る
と
冗
長
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
し
た
長
大
な
条
文
は
、
当
時
の
自
治
体
法
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

第
二
に
、
都
市
法
が
、
第
一
部
に
お
い
て
「
国
家
の
最
上
級
の
監
督
」
を
冒
頭
に

も
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
今
日
で
は
奇
妙
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
都
市
を
国
家
の
保
護
監
督
下
に
置
く
こ
と
が
、
以
前
の
世
襲
領
主
の
支
配
権

を
考
慮
い
れ
る
と
、
都
市
の
自
由
に
と
っ
て
一
歩
前
進
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
。
第
三
に
、
一
七
九
四
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
で
規
定

さ
れ
て
い
た
通
り
、
市
民
と
居
留
民
の
区
別
が
残
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
市
民
に
な

る
に
は
営
業
権
と
土
地
所
有
に
よ
り
、
市
参
事
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
。
他
方
、

市
民
が
選
出
し
た
市
議
会
に
よ
っ
て
都
市
が
代
表
さ
れ
る
の
は
都
市
法
の
新
し
い

点
で
あ
る
。
市
民
権
の
制
限
、
お
よ
び
市
参
事
会
と
地
域
の
警
察
当
局
の
立
場
の

強
さ
か
ら
現
在
の
自
治
の
レ
ベ
ル
に
は
及
ば
な
い
が
、
参
事
会
員
に
市
議
会
の
承

認
が
必
要
な
点
で
、
自
治
体
制
の
土
台
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

今
日
の
自
治
に
直
接
に
つ
な
が
る
要
素
も
あ
る
。
都
市
の
役
職
を
ひ
き
う
け
る

義
務
に
伴
う
「
市
民
精
神
」
は
、
今
日
と
同
様
、
義
務
と
権
利
を
も
た
ら
し
た
と

い
う
。

以
上
の
よ
う
な
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
ピ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
改
革
以
前
の
プ
ロ
イ
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史　　　窓

セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
比
べ
る
と
確
か
に
進
歩
し
た
側
面
は
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
自
治
体
自
治
の
発
展
に
と
っ
て
は
、
営
業
の
自
由
と
自
由
な
土
地
売
却
の

導
入
、
お
よ
び
国
家
行
政
の
再
編
成
と
い
っ
た
改
革
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
意
味
を

も
ち
え
る
と
位
置
付
け
る
。
一
八
五
三
年
に
出
さ
れ
、
一
九
三
三
年
ま
で
通
用
し

た
「
六
つ
の
東
部
諸
州
の
た
め
の
都
市
法
」
は
、
確
か
に
一
八
〇
八
年
の
都
市
法

を
土
台
に
し
て
い
る
が
、
十
九
世
紀
前
半
の
展
開
が
あ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の

で
あ
る
。
結
局
、
一
八
〇
八
年
の
都
市
法
は
、
自
治
の
発
展
に
意
味
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
十
九
世
紀
初
頭
の
法
律
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
意
味

を
も
つ
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

一
八
〇
八
年
の
都
市
法
は
、
現
代
の
都
市
自
治
と
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
の

み
な
ら
ず
、
十
九
世
紀
後
半
の
自
治
と
も
直
線
的
に
は
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
〇
周
年
や
一
五
〇
周
年
の
議
論
の
前
提
に
疑
問
が
呈

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
評
価
が
、
ど
の
程
度
共
有
さ
れ
て
い
る
も

の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
二
〇
〇
周
年
で
都
市
法
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
な

か
っ
た
背
景
に
は
、
都
市
法
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
認
識
が
広
ま
っ
て
い
る
と
想

定
し
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
想
定
は
、
以
下
の
事
実
で
も
補
強
さ
れ
る
。
パ
ー
ル
マ
ン
の
研
究
で
は
、

都
市
法
の
も
と
の
市
議
会
選
挙
の
在
り
方
に
、
試
行
錯
誤
し
て
い
た
側
面
が
強
い

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に
紹
介
）
39
（

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、

市
議
会
議
員
選
挙
の
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
の
市
民
が
朝
九
時
に
教
会
な
ど
に

集
ま
っ
て
投
票
を
お
こ
な
う
。
長
い
説
教
と
歌
に
よ
る
礼
拝
の
の
ち
、
数
名
の
候

補
者
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
てJa

かN
ein

の
玉
で
投
票
し
て
い
く
や
り
方
で
、
し

ば
し
ば
お
昼
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
安
息
日
に
は
投
票
し
な
い
の

で
平
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
仕
事
の
都
合
で
途
中
で
抜
け
る
市
民
も
お
り
、
票

数
が
合
わ
な
い
こ
と
も
問
題
と
な
っ
た
と
い
う
。
伝
統
的
な
投
票
の
在
り
方
を
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
不
特
定
多
数
の
市
民
に
よ
る
投
票
の
方

式
と
し
て
は
適
切
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
と
く
に
、
ベ
ル
リ

ン
の
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
一
〇
二
と
決
め
ら
れ
た
選
挙
区
そ
れ
ぞ
れ
の
有
権
者

の
人
数
は
増
え
、
集
計
の
作
業
は
余
計
手
間
と
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
は
都
市
法
の
革
新
性
を
と
ら
え
な
お
す
動
き
と
い
え
る
が
、
二
十
世
紀
か

ら
二
十
一
世
紀
の
転
換
期
に
世
に
問
わ
れ
た
プ
レ
ー
フ
ェ
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
論

文
で
は
、
一
八
〇
八
年
の
都
市
法
を
、
十
八
世
紀
以
来
の
都
市
社
会
の
展
開
の
中

で
位
置
づ
け
る
視
点
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
40
（

。

ギ
ー
ル
ケ
の
評
価
の
う
ち
「
公
的
活
動
の
春
」
と
い
う
部
分
は
現
在
で
は
背
後

に
退
い
て
い
る
）
41
（

。
か
わ
り
に
そ
う
し
た
評
価
が
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
が
、
一
八
四
八
年
の
革
命
で
あ
ろ
う
。
欽
定
憲
法
で
あ
り
、
経
済
力
の
違
い

が
国
政
に
関
与
す
る
権
限
の
強
弱
を
規
定
す
る
三
級
選
挙
法
に
よ
っ
て
衆
議
院
議

員
が
選
挙
さ
れ
る
も
の
の
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
も
憲
法
に
よ
る
国
政
が
導
入
さ
れ
た
。

す
で
に
憲
法
が
導
入
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
西
部
の
諸
邦
も
含
め
、
ド
イ
ツ
全
体
で

近
代
的
な
政
治
体
制
の
土
台
が
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
革
命
な
の
で
あ
る
）
42
（

。

第
三
点
と
し
て
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
が
「
ド
イ
ツ
」
の
も
の
と
い
え
る
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
）
43
（

。
こ
の
都
市
法
が
適
用
さ
れ
た
の
は
、
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
条
約
に

よ
り
大
き
く
削
減
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
領
土
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
プ
ロ
イ
セ

ン
の
領
土
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
回
廊
の
割
譲
や
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
領
土
の
変
更
を
経
て
、
現
在
で
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
や
ポ
ン
メ
ル

ン
州
の
一
部
を
除
く
と
、
大
部
分
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
で
あ
る
。
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル

ク
と
そ
の
周
辺
は
ロ
シ
ア
の
飛
び
地
と
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
帝
国
ま
で
で
あ
れ

ば
、
都
市
法
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
「
ド
イ
ツ
」
を
語
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
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そ
の
後
こ
の
地
域
で
「
ド
イ
ツ
」
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
か
な
り
微
妙
な
問
題
と

な
る
）
44
（

。
し
か
も
、
都
市
法
の
適
用
範
囲
で
現
在
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
な
い
地
域
に
は
、

も
と
も
と
ド
イ
ツ
人
の
み
な
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ロ
シ
ア
人
、
リ
ト
ア
ニ
ア

人
な
ど
が
混
在
し
て
お
り
、「
ド
イ
ツ
」
と
は
い
い
が
た
い
地
域
で
あ
っ
た
の
が
、

歴
史
的
に
見
て
、
様
々
な
経
緯
を
経
て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
併
合
さ
れ
て
い
っ
た
も
の

で
あ
る
。
東
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
領
に
由
来
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
公
国

で
あ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
い
う
国
家
の
本
体
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
の
際
に
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
っ

た
。
西
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
も
と
も
と
王
領
プ
ロ
イ
セ
ン
と
い
わ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

王
国
に
帰
属
し
て
い
た
が
、
ル
タ
ー
派
の
信
仰
の
維
持
や
独
自
の
議
会
を
維
持
し
、

完
全
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
組
み
込
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
第
一
回

ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
の
際
に
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
設
け
ら

れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
に
南
の
ほ
う
の
領
土
を
割
譲
し
て
い
る
。
以
上
に
と
ど
ま

ら
ず
、
都
市
法
発
令
時
に
プ
ロ
イ
セ
ン
領
で
は
な
か
っ
た
ポ
ー
ゼ
ン
も
、
第
二
回

ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
で
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
時
代
は
ワ
ル
シ
ャ

ワ
公
国
の
一
部
と
な
り
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
よ
り
ま
た
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
っ
て

い
る
。
一
八
〇
八
年
の
都
市
法
が
適
用
さ
れ
た
地
域
を
見
る
と
、
こ
の
都
市
法
に

「
ド
イ
ツ
」
と
い
う
枠
組
み
を
あ
て
は
め
る
の
は
本
来
困
難
で
あ
る
。

冷
戦
下
で
は
ド
イ
ツ
史
研
究
者
に
よ
る
東
方
研
究
に
は
文
献
・
史
料
へ
の
ア
ク

セ
ス
に
困
難
が
伴
っ
た
が
、
冷
戦
の
終
結
し
た
一
九
九
〇
年
代
か
ら
状
況
が
変
わ

る
。
過
去
の
こ
の
地
域
を
考
え
る
研
究
者
が
、
彼
ら
の
頭
の
中
に
構
築
さ
れ
て
い

た
東
西
世
界
間
の
「
壁
」
か
ら
自
由
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
視
野
の
拡

大
の
も
と
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
帝
国
の
東
方
地
域
に
関
す
る
ド
イ
ツ
史
家
に
よ

る
実
証
研
究
が
進
み
）
45
（

、
こ
う
し
た
地
域
が
「
ド
イ
ツ
」
で
く
く
ら
れ
な
い
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
多
様
性
は
、
前
章
で
確
認
し

た
都
市
法
研
究
を
介
し
て
う
か
が
え
た
多
様
性
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
研

究
成
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
現
代
で
は
、
一
八
〇
八
年
の
都
市
法
を
、
ギ
ー
ル
ケ
の

よ
う
に
、「
ド
イ
ツ
」
と
位
置
付
け
る
の
が
無
理
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
史
家
に
と
っ

て
評
価
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
の
叙
述
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
に
つ
い
て
は
、

制
定
一
〇
〇
周
年
と
一
五
〇
周
年
に
研
究
の
盛
り
上
が
り
が
あ
っ
た
。
理
念
を
め

ぐ
る
研
究
で
は
、
都
市
法
は
、
近
代
的
自
治
体
自
治
の
出
発
点
と
し
て
評
価
さ
れ

た
が
、
一
〇
〇
周
年
の
際
に
は
立
憲
君
主
制
の
土
台
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
一

五
〇
周
年
の
際
に
は
ド
イ
ツ
社
会
に
も
自
由
主
義
・
民
主
主
義
の
伝
統
が
存
在
し

た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
地
方
史
研
究
を
見
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
が
当
時
様
々

な
要
素
を
抱
え
込
ん
で
い
る
様
相
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
制
定
二
〇
〇
周
年
前

後
に
は
目
立
っ
た
研
究
上
の
動
き
は
な
く
、
そ
の
背
景
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
に
一
九
九
〇
年
以
来
の
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
実
証
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
新

た
な
研
究
を
と
く
に
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
第
二
に
の
ち
の
時
代
へ
の
直
接
的
な

影
響
よ
り
も
、
前
の
時
代
と
の
関
連
や
同
時
代
の
脈
絡
の
中
で
把
握
す
る
視
点
が

前
面
に
出
た
。
そ
し
て
最
後
に
都
市
法
を
適
用
さ
れ
た
領
域
を
考
え
る
と
、「
ド

イ
ツ
」
の
産
物
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
く
に
最
後
の
二
点
は
、
現
時
点
で
は
、
都
市
法
を
歴
史
的
に
評
価
す
る
の
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
隘
路
を
抜
け
出
す
た
め

に
は
、
本
稿
の
検
討
を
も
と
に
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
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あ
る
。

ま
ず
、
以
前
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
手
法
な
ど
を
用
い

て
、
協
会
な
ど
他
の
組
織
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
都
市
法
に
よ
る
行
政
組
織

の
社
会
的
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
都
市
法
が
、

ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
機
能
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
手
が
か
り
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
研
究
と
の
接
合
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
語
学
的
な
問
題
の

た
め
に
、
筆
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
研
究
者
の
研
究
で
参
照
し
た
の
は
、
二
〇
〇
二

年
に
刊
行
さ
れ
た
、
ノ
ー
マ
ン
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
と
ロ
ジ
ャ
ー
・
ム
ー
ア
ハ
ウ
ス
の

ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
通
史
だ
け
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
都
市
法
は
、
以
前
の
ド
イ
ツ
史

学
と
は
異
な
り
、
か
つ
て
の
自
治
の
復
活
と
評
価
さ
れ
、
よ
り
長
期
的
な
こ
の
都

市
の
歴
史
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
）
46
（

。
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
研
究
に
お
い
て
、
都

市
法
そ
の
も
の
や
当
該
社
会
が
、
近
世
か
ら
現
代
に
い
た
る
長
期
的
な
歴
史
の
流

れ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
参
照
す
る
こ
と
で
都
市
法

に
よ
り
客
観
的
な
評
価
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
が
こ
の
よ
う
な

研
究
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
学
の
中
で
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
把
握
し
て
い
な
い

が
、
今
後
そ
う
し
た
共
同
作
業
に
よ
り
、
都
市
法
の
み
な
ら
ず
、
十
九
世
紀
に
は

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
帝
国
東
部
に
あ
っ
た
地
域
に
つ
い
て
の
よ
り
包
括
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
獲
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）　

こ
の
法
律Städteordnung

は
、
従
来
「
都
市
条
例
」
と
訳
さ
れ
、
筆
者

も
そ
の
訳
語
を
用
い
た
が
、「
条
例
」
は
自
治
体
の
制
定
す
る
法
律
で
あ
り
、

こ
の
法
律
は
国
家
の
制
定
し
た
も
の
な
の
で
「
都
市
法
」
と
訳
す
る
こ
と
に
す

る
。
東
畑
隆
介
「
Ｆ
・
Ｖ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
都
市
条
例
』
に
つ
い
て
」『
史

学
』
三
五
│
二
／
三
、
一
九
六
二
年
、
拙
稿
「
一
九
世
紀
前
半
ベ
ル
リ
ン
に
お

け
る
市
民
層
と
市
の
名
誉
職
」『
奈
良
史
学
』
二
二
、
二
〇
〇
四
年
。
邦
語
の

都
市
法
研
究
と
し
て
、
ほ
か
に
村
上
淳
一
「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
自
治
と
サ

ヴ
ィ
ニ
ー
」
同
著
『
ド
イ
ツ
の
近
代
法
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
、

高
橋
洋
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
八
〇
八
年
都
市
条
令
の
検
討

│
近
代
地
方
自
治
成

立
史
研
究
の
た
め
の
覚
書
」『
早
稲
田
法
学
会
誌
』
三
〇
、
一
九
八
〇
年
、
田

熊
文
雄
「
プ
ロ
イ
セ
ン
都
市
条
令
の
制
定
と
都
市

│
三
月
前
期
の
都
市
自

治
・
都
市
市
民
・
国
家
市
民
」『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
〇
、
一
九
九
八

年
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）　

条
文
は
、Freiherr vom

 Stein, Briefe und am
tliche Schriften, Bd. 

II/2, bearbeitet von E
rich B

otzenhart; neu herausgegeben von 
W
alther H

ubatsch, Stuttgart 1960

を
用
い
た
。

（
3
）　

東
畑
前
掲
論
文
。

（
4
）　C

lausw
itz, Paul, D

ie Städteordnung von 1808 und die Stadt 
B
erlin. F

estschrift zur hundertjährigen G
edenkfeier der 

E
inführung der Städteordnung, Berlin 1908, S. 10-35.

（
5
）　

谷
口
健
治
『
ド
イ
ツ
手
工
業
の
構
造
転
換

│
「
古
き
手
工
業
」
か
ら
三
月

前
期
へ
』
昭
和
堂
、 

二
〇
〇
一
年
。

（
6
）　Schinkel, H

arald, Polizei und Stadtverfassung im
 frühen 19. 

Jahrhundert. E
ine historisch kritische Interpretation der 

preußischen Städteordnung von 1808, in: D
er Staat, 3, 1964.

（
7
）　

以
下
の
整
理
は
、K

rebsbach, A
ugust, D

ie P
reu
ß
ische 

Städteordnung von 1808, Stuttgart/ K
öln 1957, S. 27-37

を
参
照
し
た
。

（
8
）　K

oselleck, Reinhart, Preußen zw
ischen R

eform
 und R

evolution. 
A
llgem

eines L
andrecht, V

erw
altung und soziale B

ew
egung von 

1791 bis 1848, 3. A
ufl., Stuttgart 1981

（1967

）, S. 93-105.

（
9
）　Clausw

itz, a.a.O
., S. 110-149; S. 164-197.

（
10
）　E

benda, S. 113f.
（
11
）　Gierke, O

tto, D
ie Steinsche Städteordnung. R

ede zur Feier des 
G
eburtstages seiner M

ajestät des K
aisers und K

önigs gehalten in 
der A

ula der K
öniglichen Friedrich-W

ilhelm
s-U
niversität zu 
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Berlin am
 27. Januar 1909, Berlin 1909. 

同
様
の
観
点
に
立
つ
著
作
と

し
て
、Petersilie, E

rich

（H
g.

）, E
ntstehung und B

edeutung der 
P
reußischen Städteordnung. E

ine Festschrift zum
 19. N

ovem
ber 

1908, Leipzig 1908

が
あ
る
。

（
12
）　

C
lausw

itz, a.a.O
.; Ziekursch, Johannes, D

as E
rgebnis der 

friderizianischen Städteverw
altung und die Städteordnung Steins. 

A
m
 Beispiel der schlesischen Städte dargestellt, Jena 1908; W

endt, 
H
einrich, D

ie Stein'sche Städteordnung in Breslau. D
enkschrift der 

Stadt B
reslau zur Jahrhundertfeier der Selbstverw

altung, Breslau 
1909.

（
13
）　

林
健
太
郎
「
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」『
ド
イ
ツ
史
論
集
』
中

央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
（
初
出
『
史
学
研
究
』
四
七
、
一
九
五
二
年
）。

（
14
）　Gierke, a.a.O

., S. 4.

（
15
）　

H
effter, H

einrich, D
ie deutsche Selbstverw

altung im
 19. 

Jahrhundert. G
eschichte der Ideen und Institutionen, Stuttgart 

1950.

（
16
）　Ritter, Gerhard, Stein. E

ine politische Biographie, Stuttgart 1958. 

（
17
）　K

rebsbach, a.a.O
.; Becker, Erich, D

ie staatspolitische Bedeutung 
der Preuß

ischen Städteordnung, in: W
egener, W

ilhelm

（H
g.

）, 
Festschrift für K

arl G
ottfried H

ugelm
ann zum

 80. G
eburtstag am

 
26. Septem

ber 1959 dargebracht von Freunden, K
ollegen und 

Schülern, A
alen 1959.

（
18
）　Gierke, a.a.O

., S. 32f.; Petersilie, a.a.O
., S. 118-120.

（
19
）　H

effter, a.a.O
., S. 95; Ritter, a.a.O

., S. 269; K
rebsbach, a.a.O

., S. 
37-40; Becker, a.a.O

., S. 66-75.

（
20
）　W

enzel, Stefi, Jüdische Bürger und kom
m
unale Selbstverw

altung 
in preussischen Städten 1808-1848, Berlin 1967.

（
21
）　E
benda, S. 50-69; S. 90-95.

（
22
）　K

oselleck, a.a.O
., S. 560-637.

（
23
）　E

benda, S. 582-585.

（
24
）　Sheehan, Jam

es J., Liberalism
 and the city in nineteenth-century 

Germ
any, in: P

ast &
 P
resent, 51, 1971, p. 118; id., Liberalism

 and 
society in Germ

any 1815-1848, in: Journal of M
odern H

istory, 45, 
1973, p. 589; id., G

erm
an liberalism

 in the nineteenth century, Chicago 
1978, p. 22.

（
25
）　

前
掲
拙
稿
「
一
九
世
紀
前
半
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
市
民
層
と
市
の
名
誉
職
」。

（
26
）　W

enzel, a.a.O
.; K
aelble, H

artm
ut, K

om
m
unalverw

altung und 
U
nternehm

er in Berlin w
ährend der frühen Indusrialisierung, in: 

B
üsch, O

tto 

（H
g.

）, U
ntersuchungen zur G

eschichte der frühen 
Industrialisierung vornehm

lich im
 W
irtschaftsraum

 B
erlin/

Brandenburg, Berlin 1971.

（
27
）　Scarpa, Ludovica, G

em
einw

ohl und lokale M
acht. H

onoratioren 
und A

rm
enw
esen in der Berliner Luisenstadt im

 19. Jahrhundert, 
M
ünchen/N

ew
 Providence/London/Paris 1995; Pahlm

ann, 
M
anfred, A

nfänge des städtischen Parlam
entarism

us in D
eutschland. 

D
ie W

ahlen zur Berliner Stadtverordnetenversam
m
lung under der 

Preußischer Städteordnung von 1808, Berlin 1997.

（
28
）　

G
rzyw

atz, B
erthold, Stadt, B

ürgertum
 und Staat im

 19. 
Jahrhundert, Selbstverw

altung, P
artizipation und R

epräsentation 
in Berlin und Preußen 1806 bis 1918, Berlin 2003.

（
29
）　

別
稿
公
表
後
に
こ
の
課
題
に
向
け
て
拙
稿
「
ベ
ル
リ
ン
公
益
的
建
築
協
会
の

協
会
員
リ
ス
ト
（
一
八
四
九
年
）

│
一
九
世
紀
中
葉
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
市

民
の
人
的
関
係
の
解
明
に
向
け
て
」『
人
文
研
究
』
六
八
、
二
〇
一
七
年
お
よ

び
「
三
月
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ル
リ
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お
け
る
住
宅
改
革
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│
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ン
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築
協
会
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働
諸
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会
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史
学
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六
七
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〇
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九
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。
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vom

 Stein, 1957, 

（1936

）; H
artm

ann, Stefan, Zur E
inführung 

preuß
ischer Städteordnungen im

 w
estpreuß

ischen K
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情
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あ
る
。
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reu
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史
『
プ
ロ
イ
セ
ン
の
国
家
・
国
民
・
地
域

│
一
九
世
紀
前
半
の
ポ
ー

ゼ
ン
州
・
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
』
有
志
舎
、 

二
〇
一
二
年
、
衣
笠
太
朗
『
ド

イ
ツ
帝
国
の
解
体
と
「
未
完
」
の
中
東
欧

│
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
オ
ー

バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン/

グ
ル
ヌ
ィ
シ
ロ
ン
ス
ク
』
人
文
書
院
、
二
〇
二
三
年
。

（
46
）　D

avies, N
orm
an, and Roger M

oorhouse, M
icrocosm

. A
 Portrait 

of a Central E
uropean City, London 2002, p. 253.




